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江戸時代における「御家流」と「唐様J- r書体Jというメディアの情報伝達
Oieryu and Karayo in the Edo Period: The Nature and Role of Two Calligraphic Styles as Visual 
Communication Media 

青山由起子 YukikoAoyama 

概要

「御家滴と「唐橘 は、 江戸時代に隆盛をみた書の

スタイルである O 材齢目的は、こd 御家滴と「唐樋
がもっ相違点と共通点を、その系譜や社会的 文化的

環境から分析し、 さらに両者を視覚メデ二ィアの情報伝達

の視点から考察して、それぞれが幕府や学問的権威

のイメージとしち感性情報を伝達していたことを明らか

にすることである。

本稿の目的の根幹は、これまでの「書の研究を基

に、これをメデ記アとして捉え直すことによって、その情

報伝達の研究領域を模索し、視覚メディアとしての

「喜の特質および社会的文化的なその伝達作用の解

明をめざすことにある O

キーワード:視覚文化研究、御家流、唐様、書、視覚情

報メディア、江戸時代、 日本

Abstract 
This article focusses on two calligraphic styles， 

Oiθryu and Karayo which were widely spread in 
the Edo period (1603・1867)in Japan. 1 shall 

examine; first of all， how they historically 

developed until the Edo period， and secondly 

what kind of role they played in socio・cultural

context. Finally it is clarified that they were 

informative media to communicate symbolically 

governmental power and/or scholarly authority. 

Keywords:日'sua1Culture Studi白タOieryu，Karayo， 
Calligraphy， Visual Communication Mθdia， Edo 
Pθriod， Japan 

はじめに

江戸時代は毛筆書が日常的なメデ;ィア(媒備として

全的に機能した最後の時代で、あったこの視覚メデ二ィ

アは多様な姿と役割をみせ、 それを分類するためには、

いくつかの視点が存在しよう。例えば、消息や大福帳

などの具体物としての分類、あるいはオリジナルと複製

の分類、また、木版・かわら版などの刷物等の視点であ

る。その中で、材高では、特に「書偽による分類に視

点を置き、メデ半アとしての「書に関する考察を進めて

し、くことにしたい。

ここす書偽としち用語について、この語がもっして

つかの意味を整理して訳。一般的に「書偽が示す意

味を大別すると、①蒙吾隷吾楢吾行吾草吾仮名

等の各体、②書法の基盤が中国にあるか日本にあるか

の相違(和様、唐梯 、③個々の書き手の書風また、

④書き手の書風から発展して社会的に定型と認められ

るにいたった書流(御家流、勘亭流など)の意味があろ

う。しかし、「書簡を視覚・表現メデ;ィアとして捉えるな

らば 「線質との関連において、次のような意味づけが

必要になる。まず、「線質とは 喜としちメデ二fアが認識

されるうえで「烏併はらしリなど、文字構造の一部分

としてだけでも捉え得る最小限の要素で、あるO そして、

こd 線覚が文字として認知できるまでに連続を完結

させたものが「書偽である。材高では、この意味にお

いて「書体」としづ語を使用する。

さて、江戸時代に書されていた代表的な書体は「御

家泊と「唐横である。本稿の目的は、こd 御家滴と

「唐橘がもっ相違点と共通点を、その由来や社会的

文化的環境から分析し、両者の「書偽を視党4デ二ィア

として捉える時、それぞれがどのような感性的情報を伝

達するメデ:ィアとして作用していたかを明らかにすること

である O

これまでの書に関する研究を大別すると、書表現の

芸術論、書法や書流の研究、書論の解釈の研究そし

て、これらを総イ本としてとらえる書史や交流史の研究な

どがあった各々の研究は、オリジナルのあるいは複製
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の書作品、旧来の書論、またそれゐをとりまく補足的な

歴史資料を対象とした。そこには長い伝統と多大の成

果があり、すでに学問分野として大きく形成されている。

しかし、その研究方法の視点の多くは、各々の研究対

象を書の技法と造形の専門性の中でとらえるものであ

ったといえよう。二十世紀に入って、西欧を中心として

めまぐるしく学問的方法論の刷新が繰り返され、研究

手法においても新たな道が切開かれてきたが、書の

分野は、これまで特殊領域のごとくその影響外に存在

してきた感がある。ょうそく近年になって、コンビュータ

ー解析による線質の研究や心理学的側面、あるいは

美学的側面からの研究がなされるようになってきたが、

これもまだ緒についたばかりである O

現代の学問の多重性は、多分野の連携による視点

の学際性を必要としてしも。では、「劃を人間の文化

の総体に、どのような視点から、どう位置付けることがで

きるのであろうカも本稿はこれをヴィジュアノいカルチャ

ーの領域として捉え直し、 「 書を或~if 書簡守線質

を情報伝達の作用をもっメディアとして認識することに

より、その可能性を模索してしてものである。メデ;ィアと

しての情報伝達の特性には、二つの研究側面が構想

される。即時的な情報伝達の側面と 歴史的な情報伝達

の側面である。両者とも、美的心理的社会的な情報

伝達を含むが、前者は即時的なコミュニケーションとし

てのメデ'1アの情報伝達であり、後者は、それらの即時

的伝達作用が時間の経i品とともに、あるまとまった感性

情報にまで集積された情報伝達である。本稿は後者の

側面に注目して論考を試みるものであるが、その目的

の根幹は、これら二つの側面におけるメデ;ィアとしての

「書の特質および社会的文化的なその伝達作用の解

明をめざすことにある。

1.江戸時代の『御家流」と『唐様』の系譜

「徒隊泊と「 唐橘は、江戸時代の日常書を代表す

る書体である。江戸時代の書体と一口に称しても、江

戸時代において突然にこれらの書体が誕生したわけで

はなしもこれゐの書体は、中国の惰唐の書体を吸収し

た奈良時代、国風文化のなかで和様の書体を生成し

た平安時代、さらにその後の書流の形成と変転を経て、

江戸時代に存在していたのである。こげ御家滴と「唐

様」について、本章では、各々の名称の由来と江戸時

代の書イ本として成立するまでの過程を整理し、これを

ふまえて、「御家油と「唐橘の共通点と相違点を抽出

してしく 。

まず御家泊の名称と成立過程についてであるが、

「御家滴は青蓮院流とも尊円流とも粟田流とも呼ばれ、

尊円親王(1298"-' 1356)に始まる書流である。尊円親

王は書道史上において歴代天皇屈指の能書とされる

伏見天皇の第六皇子で、最澄(768"-'822)を初代とす

る青蓮院の35代門跡で、あった。その青蓮院の書流であ

ることカも青蓮院流、尊円親王を祖とするので尊円流、

青蓮院が京都の粟田口にあったので粟田流ともいわ

れるのである O

「御家泊の語源については、小松茂美ぱ「日本書流

全史』において『塵塚物語』にある下記の記述をあげ

るO

わが家流の太祖伏見・後伏見の両院、風雅れい

れいとして、伊コ筆法を表され、しカも其すがた

の中に、和朝の体忽然として備はわ万 O 是則、家

流に限らず、中古相かなひたる辰翰なり

小松によれば、これが青蓮院46代門跡尊鎮親王

( 1504"-' 155C>>の所説であることカも、 「わが家泊 ・「家

摘としちのは青蓮院家を指すのであり、これに尊称が

加わって「御家I加と呼ばれるようになったとしち O なお、

「御家滴は江戸時代にはし1ってからの呼称とされ、江

戸時代以前については青蓮院流と呼称するのが通例

で、あった。

次に、尊円親王の書風について、その由来と基盤と

なった書流の変化を述べる。尊円親王の書風は世尊

寺流から派生したものである。世尊寺流とは藤原行成

( 972"-' 102'j)を祖とする世尊寺家が継承してきた書流

である O

寛平6年(894)、菅原道真の奏上により遣唐使派遣

が停止されて後、唐の文化の影響が薄らぎ、平安時代

中期に日本独自の国風文化が開花した。書道史にお

図1尊円親王筆跡
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いては、これ左和様の生成として、三朗《小野道風・藤

原佐理・藤原行成の出現をもって位置付けている。唐

風文化があふれた平安初期、王義之の書法がさかん

に受容された与国風文化が開化しはじめる平安中期、

これを引き高齢、だ小野道風は、王義之の書法を阻唱

する中で和様の基礎を築いたG この道風の書法精神は

佐理に受継がれ、行成により完成の域に達したのであ

る。和様は漢字の線質が仮名の柔和な線質へと同化し

ながら形成されたとされるが、その形成は建築様式や

装束や文学指向などに現れた国風文化の全般と深い

関係を有している O 言し1かえれば、藤原行成の和様の

書は、そうした国風文化の典型として存在するのであ

るO

なお、世尊寺流の呼称については、世尊寺は寺の

名である。平安時代には貴族がその邸を寺に改築する

ことが行われていた。藤原行成は、長保3年(1001) 2月

29日に世尊寺としての落慶供養の様を、日言"[f権言.[!]に

記してしもtこの寺の名が家名に置き換わったのは、
鎌倉時代の8代目行能(1178'"'-'123~ からで、これが後

世に書流名として呼ばれた。

さて、世尊寺流のあと、平安時代には藤原忠通

( 1097'"'-' 1164lの法性寺殿流、鎌倉時代に入って藤原

良経(1169'"'-'120~ の後京極流などの書流が現れたが、

鎌倉時代の主流はなお世尊寺流にあった。尊円親王

は、世尊寺流の10代経予(1247'"'-'句の晩年に入門を

請うてしも。 尊円親王自著olí 入木口伝技~ 3の政文lこ、

経予に入門を乞うたが、経芦は老齢を理由に12代行

手に代行を推挙したことを記している。結果的には世

尊寺行房とその弟である行手に師事し、様々な口伝を

受けたことをもって、青蓮院流、つまり「徒隊泊が世尊

寺流から派生したとするのである。尊円親王の没後、

彼の書流は青蓮院の門主たちに引き継が久能書とし

て多くの門跡が名を残した。青蓮院門跡系譜4をたどれ

ば、その多くは天皇の皇子であり、足利や藤原氏の出

である。なまえ世尊寺流は17代行季(1476'"'-'1532)のと

きに一端断絶するが、持明院基春(1453'"'-'153$に引

き継がれて持明院流となる O

以後江戸時代にいたるまで、青蓮院流は和様の主

流であり続けるo 寺明院流がかぎられた貴族や堂上の

中で伝統の書法と有職故実を守っていたのに対し、青

蓮院流は実用書道の模範的な典型として、貴族や武

士以外にもひろまってしりた。そして青蓮院流の教え

を受けた能書から、また新たな書流が派生していった

のである。今日寛永の三筆と称される近衛信手(1565 

'"'-'1614)・本阿弥光悦(1558'"'-' 163η .松花堂昭乗

( 1584'"'-' 1639)も、 47代尊朝親王(1552'"'-' 159カに前後

する時期に、多かれとよ〉なかれ青蓮院流との接点を残し

ている。また、建部伝内の伝内流、大橋重政の大橋流、

飯尾常房の飯尾流、その分流である鳥飼宗慶の鳥飼

流などの存在は、江戸時代の「御家流」である青蓮院

流からの派生書流としてその影響の大きさを示してい

る。

以上の系譜から、「御家流は平安時代の藤原行成

以来営々と伝承されてきた書流であり、その口伝・秘伝

の系E織形態を守って存続してきたことが確認できる O

次に、「麿樋について、その言葉の意味と成立過程

をみてして。「唐橘ぽ和樋に対する語である。「唐

様」が書に限らず、中国風のとしち意味に使用されてい

たことを示す文献として14世紀d 愚管副部知られて

いる。『愚管言国の延文4年(135~ 5月10日条には、詩

の連句について「唐様之排出とあり、また、応安5年

(1372 7月20日条には、法会について「唐様之仏事と

ある。そして書に関しては、貞和5年(134~ から応安5

年(1372)の成立であろうと推測されてしも『異制庭訓

往来j]6に、以下の記述がみられる。

雄然少生稽古者。唐様者暫可被閣。行成定成両

様之間可有御習候。

これは、「書の稽古の未熟なうちは、唐様はしばらく

置いておいて、藤原行成や世尊寺定成を習うのがよろ

しかろう」と、し1う意味である。これをもって書体を意味

する「唐樋の用語が成立していたとは断定できないが、

明らかに書において唐様、つまり中国風の書としち意

識が存在し、これに対して「唐橘と表現していた例と認

められよう。また、中国風の書への意識としちことでは、

文和元年(1352)に尊円親王が著しtdl入木捌 7の「入

木道の一流本朝は異朝に超たる唱の項に、次の言EJzs

がある O

近来宋朝の筆体、多分神妙にあらず候。当世文

学輩、宋朝の筆体を模する問、或懐紙或は論旨

院宣に頗異体不可然事候也。

これは、「唐橘の言葉を用いてはし1ないが、「宋朝

の筆体lとしち言葉で、より具体的に当時の中国風の書

への意識が存在していたことを傍証するといえよう O

このよう阿唐橘の語は、書においては「中国風の
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書体!としち意味ですでに鎌倉時代には使用されてお

り、それは具体的にはこの時代に影響を与えていた

「宋朝の書イ砲を指していたことがわかる。そして、江戸

時代の「唐概の隆盛に連なるこの予兆はことに禅宗

の書に現れていたのである O

鎌倉時代、五山を中心とする禅宗の僧侶の書は、宗

教的な精神性を重んじるもので、あったが、またそれは、

同時代の中国における流行を映し出すもので、あった

例えば、平安末期の仁安3年(116$と鎌倉初期の文治

3年(118V、二度にわたって入宋した京都建仁寺開祖

の明庵栄西(1141'"'-'1215)の頃に、禅林の書に宋代に

流行した黄庭堅(1045'"'-' 1105)の書風がみられる。鎌

倉末期から南北朝にかけては、入元した禅僧により、

元に流行した組、孟樟(1254'"'-' 1322)の影響が伝わって

いるのである。続く入明の僧にも、やはりその当時の祝

允明(1460'"'-' 152eや文徴明(1470'"'-'155力、あるいは

それ以前の蘇戟(1036'"'-' 110]) .黄山谷等の書風がみ

える。このような影響は、中国に同時代的に流行した

個々の能書家の書風にかぎらない。その例として、室

町時代の禅院の額字にのこる唐の槽書風の書体があ

げられる。これについて中田勇次郎は、明初の中国の

宮廷における唐の槽書の流行が入明した禅僧により持

ち帰られた結果ではなし¥かと述べてしもiこのような禅

僧の書は、江戸時代においても、寛文元年(166])、幕

府の許可を得て京都宇治に黄葉山万福寺を建立した

隠元(1592'"'-' 167~ とその弟子木庵( 1611 '"'-'1684)・即

非(1616'"'-' 167])ら“黄葉の三筆'と称された黄葉僧の

書にのこされている O

室町時代以来の五山における儒学の典籍の講読は、

江戸時代の儒学の興隆の基盤で、あった。五山文学に

おける漢文や漢詩文の探求は、中国から舶載された典

籍の内容だけでなく中国の書法への需要と憧憶を増

大させたのである。禅僧の書は、後世からみれば禅宗

の「塁側として独自の領域と認識されているが、儒学

に関してば唐樋隆盛に影響を与えたといえるだろう。

藤原僅寓(1561'"'-' 1619)や林羅山(1583'"'-' 165カが五

山から輩出さオkことに羅山は家康に登用され、江戸

幕府の文教政策に重要な役割を担ってしも。また、幕

府が文治主義をもって儒学を奨励したことにより、儒学

は各藩に迎えられて全国に広まり、これにともなって

「唐様」への関心が増大したのである O

八代将軍吉宗の享保の改革によって長崎貿易の禁

令が緩秘れると、刺自した唐船がもたらした中国の文

化は、知識人に食欲に吸収されることとなった長崎に

は明代の書風を能くした唐人達がやってきたその一

人である食立徳から明代の文徴明直系の書法を学ん

だ北島雪山(1636'"'-' 169カは、 雪山の門人となった細

井広沢(1658'"'-' 173$とともに、文徴明の書風を主流と

する一派を形成して「唐闘を射易しにまた、指鴎たされ

た法帖からは翻刻本が出版され「唐橘の普及を促

進したのである。

江戸時代の文化が嫡熟する化政時代になると、儒者

はさらに増加し、漢詩文を作り書すことは儒者・文人と

して最低限に必要な能力で、あった。儒学のための典籍

は漢文であり、版本とはいえ中国の書法をもとに刻され

た文字を目にし書すことは、必然的に「唐樋への関心

に結びついたのである。江戸には市河寛斎、関西には

頼山陽、田能村竹田らが、それぞれの特色を示しなが

ら「唐様lを展開した。そして幕末には、しだいに書の

資料である碑版法帖への高い見識が育ち、後lご‘幕末

の三筆'と呼ばれる市河米磨貫名私翁・巻菱湖らが

「唐様」の書家として活躍するに至るのである。

以上のような「御家流!と「唐橘の成立の過程から、

一人の能書の出現は、それ一代の書表現に終らず、

書流としての伝承を生み出していることがわかる。短命

に廃れるものと何百年もの命脈をたもつものとの相違は

あるにせよ、文字の造形表現にすぎなし、「書が、その

伝承の視覚的メデ二ィアとして関与するのである。ことに

「御家泊は、尊円親王以来の流儀の伝承を支える視

覚メディアが機能を維持した例といえよう O 一方、書風

や書流の伝承が同様に行われてはいても、「唐樋は

その書流を存続させることにはほとんど力点をおいて

いなしもまた、「唐橘の伝承を支えたのは儒者や文人

図2市河米庵筆跡
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たちで、あったが、彼等が中国のだれのどのような書風

を学ぶかは、いわば個人の出会いと自由な選択にあっ

たとし1えよう。したがって、江戸時代の「唐橘は、「街塚

流lに代表される流儀書道にみられる表現の閉塞性に

比べて、中国の惰唐から同時代に至る多様な書風を

展開でき、自己表現として書体を変容させる自由度も

高かったのである。

2.江戸時代の社会における「御家流』と「唐様』の役割

江戸時代の書体の流行は、「御家流lに代表される

流儀書道が興走弘、さらに後半期に凶唐橘が隆盛と

なる特徴をみせる。したがって本章では、鎖国の禁制

が緩和され長崎から中国文化の吸収が再開された八

代将軍吉宗のころあたりから幕末までの時代に重点を

置いて、「御家泊と「唐闘の制度や生活における役

割を考察する。

ます干御家流jであるが、この書体は江戸幕府の公文

書、武士や庶民の消息・日記・和歌、あるいは寺子屋

の手本等に用いられ実用書体として江戸時代の日常

生活に広範に使用されていたそこで、「御家滴の公

文書について、次に庶民が習得した日常書体の手本

について検討する O

江戸幕府における公文書には、老中奉書がある。老

中奉書は、将軍の意思・命令を伝えるための手段とし

て、唯一ではないが重要な公式手段で、あった。老中奉

書を制作する老中の役職が成立するのは三代将軍家

光の時代で、それまで伝達の役割を果たしていた出頭

人と呼ばれる側近から老中や若年寄が任命さ払この

老中制度が成立している。高木昭作vjfJ'江戸幕府の制

度と伝達文書1において、老中奉書が書状をベースに
して成立したこと、老中制度の成立が奉書のあり方にも

影響を与えたことを指摘し、同時期の奉書と書状にお

ける様式と文体について、その類似と差異を検証して

いる。例えば、老中が制度として成立した時期の、差出

人・充所(あてどころ ・日仲趣旨が同一でありながら、

一方は奉書、もう 一方は書状としち二通の文書を比較

し、当時の人々がどのように老中奉書と書状を書き分

け、また区別していたかを明らかにする。その二通とは

対馬の大名宗氏の当主義成(1604~165Ø に対して幕

府の指示を伝達したものである。この二通には、文末

の書止(かきとのが恐々謹島知が恐↑皇謹厳lか、宛

名が殿付けか様付けか、さらに脇付の有無、本文官頭

の前置きの挨拶の有無、「尚々書(なおなおがき)J 9の

有無などの相違があり、また将軍の意向を伝達する表

現においても微妙に敬語を変化させていることカも、老

中が、一方は奉書、他方は書状の形式に区別して書き

分けていると述べている 10

この書き分けの知識の基本とされるのが、書札礼で

ある。書札礼とは、害状の形式に関する慣例的な規定

で、受け取り人の身分による文言や書式の違い、真-

仔草各体の使用などにおける慣例である。ことに幕府

の文書を掌る職にある右筆にとっては、能書に加えて

書札礼に明るし、ことが有能な右筆の条件で、あったさ

らには書状や奉書のみならず、特殊な書式の書札礼

を伝授されることは、右筆としての地位を高めること勺あ

った。

この右筆に関して、小松茂美は、幕府の右筆で、あっ

た者を『徳川|実細から洗い出し、その記載から右筆の

書流が根本的には青蓮院流つまり「御家流Jであった

としている 11 例えば、『徳川実高司には、慶長元年

( 159$に家康が建部伝内賢文を右筆としたことが言Eさ

れている。この建部伝内は、青蓮院，46代尊鎮親王の門

下に学んだとされ『寝ぬ夜のすさV]12の「御家流の書

豹の項において筆頭に名が見える。また、建部伝内

の家系は4代100年を右筆として父子相伝している。

先の高木の説は、老中奉書は書状の書式をもとに

形成されたもので、その奉書と書状の書き分けに幕府

の命令を伝達する上で、の重要な役割があったことを指

摘している。この説は、江戸幕府における公文書の書

札礼が、各書流における秘伝書を原形にして次第に書

式を定型化してし1ったものであることを傍証している。

またそうであれば、書札礼の原形をなす書式を秘伝し

てきた和様の書流が、公文書の書体となるのは自然な

流れであろう。右筆の書流は根本的には「御家泊であ

ったとしづ小松の説と合致する。

ではなぜ和様の中でも「御家流が右筆の書体となり

得たのか。このことについて、小松茂美は「本来、公用

書体に異分子や奇を往Tうものが迎えられるはずがない。

当時、世間一般に流布する常識的な書風が喜ばれた。

家桂家康以来、これは歴世変わるところがなかった。」

と述べている 13 たしかに、「御家澗の書風は総じて読

みやすく、整然と書くほどに安定した重量感を出せる

書体である O それは、公文書の書体として重要な書体

の条件であろう。しかし、ここで書体以外の要因を指摘

しておかねばならなしLそれJ土、「御家泊の継承が皇

族によってなされていることである。公文書の書体を、

権威と気品を兼ね備えた理想、の書体として世間一般に

見とめさせる要素がここにある。「御調と呼ぶにふさわ
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しい天皇家の血脈、門主となった高貴な能書の継承者

たちの存在は、寺明院流や他の流派を完全に凌駕し

ている。それは、江戸幕府の威光を伝えるにふさわし

い公用書体のもう一方の条件で、あったはずである。

また、「御家滴の書式が、 一般にまで伝播しえた条

件については、次のように解釈できょう。先の老中によ

る書き分けの事実からすれば、奉書や書状の書き分け

は将軍の意向や老中の指示などを的確に伝達するた

めの書式であるので、遡手と受け手の双方がその微

妙な差異を熟知していることが必要である。つまり書札

礼の知識は、武士階級にとって必須の条件なのである。

また、これゐの文書形式が寺社や商人や農民が関係

する訴訟に沙汰を伝える文書にも用いられたことから、

各藩の武士階級のみならず、商人や農民の指導者層

も必用な書式と書体を習得する必要があったといえる。

それは、まず庶民の指導者層にとって、司不Ij益をこうむ

らずよりよい生活を獲得するための実質的な到達目標

で、あったので、あるO それがさらに、一般庶民の消息の書

式などへ波及したといえよう 。

さて、江戸時代において、庶民がこれらの書式や書

体を習得することを可能にしたのは、移しい数の「往来

物Jや古筆や能奇書流の版本などである。「往耕勿と

は、本来、発信と返信をそなえる手紙文例集であるが、

単句や単文の例、手習いの心得、書ヰL礼としての手紙

の儀礼、書式の故実などを加えて様々な様相を呈し、

初学的な入門書としても使用された。また「往剰の名

称、だけでなく、「式目・「文章」・「書礼集・「手柄など

様々な名称で版本が出版されていることが、『江戸時

代書林出版書籍目録集成』に示されている 14

例えば、往来物の筆頭として、『庭訓往来』が挙げら

れる。「庭訪IIJとは、『論語』、 李氏の、

鯉趨市過底目、学詩乎。封目、未也不学設

無以言。......

を典故とする言葉である。これは孔子が庭を却すぎ

ようとした孔子の子である鯉を呼びとめて、詩や礼を学

ぶべきことを教えた故事から、「家庭の教党としち意味

で使われている。「庭訓の付く文書として、伝存中で

最も早しものば夜鶴庭訓杉dカミある。これは世尊寺伊

行が息女15~こ書道の故実を書き与えた秘伝書であり、

平安末期(1168'"'-' 11 TVの頃の成立とされている 16 先

の目録集成イ庭訪11往来]~こは、尊円滑滝本涜伝内

情大橋涜尊純流のものがみられる。尊円・尊純は青

蓮院門跡であるし、滝本流の松花堂昭乗は47代門跡

尊朝に、また幕府の右筆であった伝内流の建部伝内

は46代尊鎮に、やはり右筆の大橋流の大橋重政は48

代尊純の教えを受けているので、これらは青蓮院流つ

まり「街壕泊を根底にしてしも書体で書かれていること

になる。それは、「御家泊が庶民の手習い手本として

普及していたことを示している O

このように江戸時代の社会に敷術していた「御家泊

は、奉吾消島手習いの手本のみならず:商業文書、

木版の刊本など、様々な日常の文書にその書体を遺し

ている。下は、与力の定書の写本17と百科辞典のような

版材大福節用無尽蔵]18にある消息の手本部分であ

るO

以上、公用書体の視点から、江戸時代の社会でf御

家泊がどのような役割をもってし叱のかを捉えてきた

まず、江戸時代の当初から、幕府の右筆はすでに「御

図3与力の定書の写本

図4W大福節用無尽蔵』
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家泊との継承関係を持ち、「御家泊には江戸幕府の

威光を放つ公用吉本としての基盤が出来ていた。そし

て、宮門跡の継承する「御家泊が江戸幕府の公用書

体となったがゆえに、幕藩体制に生きる各藩の武士や

よりよき生活を原野庶民にとって、「御家渦の習得は公

私ともに必須となり、往来物などの手本を通して一般庶

民に習得され、江戸時代の公用書俸日常書体として

の重要な役割を担ったのである。

さて、もう 一方の書体である「唐桶は l章で述べた

ように儒者がこの支持層で、あった。江戸幕府は朱子学

をもって官学をし、武士階級では基本的な教養としてい

ずれもがこれ左学ぶことになった。儒学を学習するにふ

さわしし告i蛇しす唐楠が学ばれたことはすでに述

図5河鍋暁斎画 「書画会の図」

(明治9年の書画会の様子であるが、幕末のなごりをみせ

る。)

べたところである。

富士川英郎は「江戸時代は基本的には武士社会で

あり 、そして武士階級は当時の知識階級で、あった。彼

らは幼い頃から、漢詩文をその教養の根幹として叩き

込まれて初 、彼らが書く文章は漢文であり、作る詩は

漢詩で、あった(中略漢詩が一般に普及し、作者と読

者がずばぬけて多かったとしち意味で、漢詩文が最も

盛んだ、ったのは江戸時代、それも江戸後期、安永・天

明の頃から、幕末にかけての時期であるJ19としてしも。

この時代は、江戸だけでなく京都・大坂の都市文イ民

嫡熟していた。また、地方では、藩校の教育はすでに

町人社会に広がりをみせていた。武士階級だけでなく、

商人階級を主体とする庶民への「唐闘の支持層の増

大は、この漢詩文の変遷の中にも見出し得るのであ

るO

富士川は、江戸時代の漢詩の変遷を三期に分かち、

初期は一部の儒者の余技として漢詩が作られた時期、

中期は伊藤仁斎や荻生但僚らが出て学問思想、が変

化し、漢詩が興隆し始めるが、唐詩を模範とするあまり

マンネリに陥った時期、そして、18世紀後半からの後期

を、漢詩が日本化して社会の幅広い層に浸透してして

時期としてしも。山本北山(1753"'-'1812)は、漢詩はよ

り現実的写実的叙述的な宋詩を範とすべきだとして

この運動を起こし、考証学派の儒者、日常の生活を写

実的に平易に歌う漢詩の風は、やがて江戸で儒者市

河寛斎に受け継がれる。そこに、下町の亀田鵬斎も加

わる。このような漢詩の変遷の中で、儒者や武士だけ

でなく、商人や富農にまで、広がった漢詩文と共に、これ

を表現する「唐様」の書もまた浸透していった。

1章で挙げた市河寛斎、頼山陽、田能村竹田に加え

て、新井白石(1657"'-' 1 725)、荻生千且保(1666"'-' 172$、

池大手直 1723"'-'1776等、多くの儒者・文人が唐橘の

書き手で、あった。彼等は、機会があるごとに、これに興

じて詩文を《り「唐橘で書した時には書画会が催

され一般の観客や購入依頼者を交えての宴席で、書

画家たちが席上揮毒したり、合作の詩幅をつくったり し

た。

「崩通が広まると、能書家の中に儒者や文人としち

より「唐橘の書家として著洛になる人々が如もた。 1章

でふれた市河米唐貫名私翁巻菱湖は、このような書

家を代表するもので、この三家によって、幕末における

「麿槻 書家の儒学と書法とのかかわりについてみてい

くことにする。

貫名悲翁は安政7年(177$、徳島城下に生まれた。
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名は直知、直友といい、号は海仙・海客・林屋・海屋・

海史・摘恋翁務翁恋史などを用いている。父吉井永

助直好は勧業普請奉仔御雇大谷屋敷御庭方・御近

習筆者などと、祖父よりの小笠原流の礼法の職を兼ね

て奉職してま労、母方は阿波藩料理方と絵師の家柄で

ある。幼少のころ尊円流を学んだといわれる。大阪の懐

徳、書院で朱子学を中心に学問を修め、貫名姓に改め

て、文化5年(180~ 頃京都に移住する。 書画の資質を

もって多くの人々に援助され、しだいに頼山陽など京

都の文人墨客の交流の中で「唐橘の書家としての地

位を得る O 文久3年(1863)没している O

悲翁の書学の特徴は、古典・真跡の重視であり、真

跡に継ぐ手段としての法軸碑版の収集にある。その書

風については、キ皆書は唐の欧陽詞・虞世南・欣遂良・

顔真卿を、行書は王義之・欣遂良を、草書は孫過庭な

どを学んだとされている。悲翁が下鴨神社に寄進した

蔵書の目録である「琴倉文庫目録daJには、経史子

集の四部、総計11252巻、 3386本、別に「唐碑柏とし

て、 58本を列記してある。これは、書家といえども、悲翁

が「唐橘とともに儒学者としての知的基盤を重要視し

ていたことを示す資料である 21

市河米庵は、安永8年(177~ に生まれ、幼名を才太

郎、 三亥ともしち。号は、米庵亦術萱人・百筆斎金洞

山人・小山林堂などがある。父寛斎は、富山藩の広徳、

館教授であり、祖父蘭台は細井広沢門下で、儒学・能

筆の家系である。書法は、槽書は顔真卿の「多宝塔

陀を学んたまた、文化l年(1804に江戸から長崎に

着き、清人の医師胡兆新に書法を学んた家系として

受け継し1だ地位と名誉の上に、自身の書家としての名

声を得、天保6年の頃には教えを請うもの4000人ともし1

われ、諸侯の門人は111人で、松平定信に信任されて

いたまた、米庵は頼山陽から明のイ児元媛の書幅を懇

願して動受けるなど、書画や文房を収集し、その図録

の刊行を行った。安政5年(1858)没している。

巻菱湖は安永6年(171'1;、新潟に生まれた。父若狭

屋市郎兵衛は、菱湖が幼児の時に死別。家業の船問

屋も破綻する。19歳の時、江戸に出て亀田鵬斎に儒学

を学ぶが、朋騎が官学の朱子学で、はなかったので、仕

官の途なく、書に打ち込んだといわれる。天保14年

( 1843没している。書風は措書は欧陽詞、行書は組、

孟樟・董其昌、草書は王義之・孫過庭・懐素、隷書は

「曹全碑」を学んでいる。

以上、 三人には確かに共通基盤として儒学がある。

悲翁は大阪の懐徳書院で朱子学を、米庵は父寛斎に、

菱湖は亀田鵬斎に学んでしも。学問的教養として儒学

を学び漢詩文の素養深くあることは、今をときめく知識

人であることの理想で、あったこの幕末に人気を博した

三筆の例は、幕末の知識階級の理想像であり、「唐槻

はその理想像をシンボjックに表現する視覚的な広告

塔で、あったともいえよう。そして、「唐楠は漢詩や画賛

となって、人々の学問的噌好を満たす文墨趣味の文化

を提供したのである。

3. r街尿mtJ. r唐様』の認識とメディアとして釧欝E伝達
これます御家滴と「唐橘を社会的文化的環境か

ら分析し、両者の成立過程の相違点と共通点及び社

会におけるその役割を考察してきたこのような各々の

役割を果たすためには、まず、「御家油相唐闘がそ

れぞれの「書偽として人々に認識されることが必要で

ある O 本章では、江戸時代の人々が「御家油相「唐

様lをどのように認識したのかとしちことについて考察し、

さらにそこから、「御家向と「唐橘のメデ;ィアとしての

情報伝達の機能について論考する O

本稿の官頭で述べたように、「菖を視覚メデ二fアとし

て捉えることはまだ新しい領域である。ことに「劃にお

けるメデ:ィアとしての情報伝達を論述するためには、新

たな用語と意味を設定しなければならなかった。今後、

これに修正を加える必要が生じるかもしれないが、材高

における用語の意味と相互の関連を、以下に解説して

おく O

まず、メデ辺アとしてσプ書がもっ伝達情報を二つに

大別し、「テクスト情鞠と「感性情鞠とする。前者の

「テクスト情執とは、書かれた文字や言語の意味内容

の情報をさす。これは文字が伝達する情報であるが、

書は文字を表現するメデJィアとして書と文字が一体とな

っている以上、その相互関係を分析する上で書から切

り離すことはできない情報である。後者の「感性情執

は造形が伝える情報で、その書体や書風など書の表

現に関わる情報とする。つぎに、この「感性情執をさら

に2種類の情報に分類する。「フォント的感性情鞠と

「倉|随的感性情動である。「フォント的感性情執とは、

書き表された書体や書風があるひ七まとまりのイメージ

を形成して一種のフォント 2のように意識されるようにな

り、そこに付加された時代の社会的な価値観や権威を

伝える情報とする。次の「創造的感性情幸向は、書き手

個人の美意識や情緒など、創造的な線質や結構の表

現から伝えられる情報を意味する。またこれには、「揮

宅情執が含まれる。揮重量つまりま行為を糊リさせる
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情報としづ意味である O

はじめに述べたように本稿の目的は、即時的伝達

作用が時間の経過とともに、あるまとまった感性情報に

まで集積された情報伝達の側面に注目するものである。

それには、書き表された書体や書風が時間の経過とと

もにあるひをまとまりのイメージを形成してして「フォント

的感性情執が相応する。「御家滴と「唐橘が各々の

イメージを形成してフォント的な感性情報を伝達すると

捉えるのだが、まずは、「御家泊が「御家流として、

「唐槻が唐橘として江戸時代の人々にどのように識

別されたかを推論することカも、メデ辺アとしての視点に

接近を試みる O

「御家泊と「 唐橘の認識は、「御家澗は和様の一

つの書流であり、「唐橘は和様化されていない中国の

様々な書き手の書風であるとするのが通例である。これ

ば御家澗が一定の書流の様式を持つのに対し、「麿

様Iは和様以外の中国の多様な書風を示すことを意味

する。そこでf御家油と「唐樋の識別に考えられるの

は、第Hこ和様であるかないか、第2~こ和様のうちす御

家流」かどうかとしづ選別順序である。

第1の識別について確認しておかなければならない

のは、全く和様の影響のない「唐橘や中国の書風の

影響がまったくない和様の存在は稀有なことであろう。

なぜなら、江戸時代はまず実用書体としての和様の習

得があり、その後に「麿キ迫の習得の有無があった和

様と「唐橘は同一の書き手の中に習得される能力であ

ったからである。したがって第1の識別は、その書跡の

印象傾向が和様か「唐概かによらね~i~よらない。 これ

に加えて、江戸時代の人々にとってより簡単な識別方

法を探せば、文字と文体による選別が挙げられよう。そ

れはまたテクスト情報と関わる識別である。つまり、まず

平仮名が書かれている和語であるかないか、あるいは

漢文であるかなし1かである。今日でしづ変体仮名や平

仮名があれば和語の和様、そうでなければ漢文の「唐

様Iの可能性が高い。これ左具体的な文書の形態でい

えば、和様は和歌の短冊や懐紙、庶民の消息及び幕

府や各藩の公文書類となる。他方の「唐楠は漢文・

漢詩が書かれてしもものとなる。具体的に1996年の東

京国立博物館における「唐様の書lの特別展覧図録の

出品目録によれば、江戸時代の「唐橘の書き手57名、

103目録の内半数以上が詩や賦の扉風であり、後は一

行書、法帖からの語句の屑額やイ局、 書巻などである。

次に第2の和様からの「御家滴の認識である。結論

を先に述べるなら、以下の二つの理由により、特殊な

個性をもっ和様を除けばほとんどの和様を「御家流Iの

範時にあると認長哉したといえる。その理由の一つは「御

家嗣の継承者における筆跡の変容にある。1章でf御

家流の系譜をたどったが、その源流は世尊寺流であ

り、かっこの世尊寺流は後継の持明院流以外にも流派

を生んでしも。さらに「御家流lつまり青蓮院流も尊円

親王以降、尊応・尊鎮尊耕尊純らの能書の伝授をう

けた書き手やその影響をうけた書き手は多い。幕府の

右筆でさえ「御家流の傍系として「伝内?克明大橋

流lなどと区別さ九完全な形状のコピーとしてd 御家

泊ではなしもさらには、青蓮院流のなかにも、尊円涜

尊応流・尊鎮流・尊朝流・尊純流とその書風は、各親

王により異なる個性が表出しているのである。脈々と継

承されてきた流儀書道とはいっても、その時々の継承

者の個性やこれを習得した書き手の個性によって、ま

た文書の形態によって、「御家痢は一定の範囲にお

いてその書風を変化させている。例えば、その変化は

和歌の短冊にはあまりみとめられず、消息において差

異がみられる。このような「御家流lにおける書跡の変

化と他の書流との近似性、また書流を阻唱した書き手

の個性を考慮するならば、「御家泊とは異なる鞘敷的

な書風と典型的な「御家?和をのぞいては、初見の造

形のみで「御家泊の傍系の書流までを特定するのは

専門性を要することである O

もう一つの理由は、書流継承者ではなく、市井の

人々の書体の多様性にある。彼等の多くは実用書保

して普及してしも「御家肉、つまり青蓮院流かその傍

系の書流を習得するが、そこには当然、書き手の能力

や個性により書体の形状に変化が生じる。しかしそれゐ

の差異は、「御家泊から生じたものとしち前提により実

用書イ本として認知され、消息や商業文書などに普及さ

れる。そこに必要とされるのは、実用書体として公読さ

れている「御家恥からの大きな逸脱がないことにすぎ

ない。

「御家泊と「唐欄の識別について以上のように検

討すると、江戸時代の人々にとっての「御家泊とは、

青蓮院流の影響が濃い傍系の書体のみでなく 、その

近似の書体をも含め、これらを総体として「御家流の

括りで捉えていたとみることができる。それはもはや単

に固定された一つの書流の名称ではなく、幕府の威光

に裏打ちされた書体として、社会的役割においてこそ

その真価を発揮する名称である。つまり、「御家泊に

包括されDる書体は、フォントとしてd 御家泊のイメー

ジを形成し、そのフォント的感性情報を伝達していたの
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である。人々はその情報として、公用書イ本としての「御

家泊に江戸幕府の威光を、また社会に認知された実

用書体により郎、生活への意志を感じ耳切、「御家流l

を習得することによってその d情報伝達作用に参加して

いる。つまり、フォントとなった「御家流は、高貴な血J1*

と幕府の正統な書体としての権威を担い、幕府の意向

にそった社会的正統性のイメージを伝達していたので

ある。 「御家泊で書かれた「 書{剥が、さらに~jf 御家

流lで書かれること自体が、権威のイメージを伝達する

メディアとしての情報伝達の作用をもっていたのであ

る。

こうした作用に関しては、「唐木通についても同様の

見方ができる O 江戸時代における「唐橘とは、主に宋

元・明の書人の書風に学んだ書体であるが、それぞれ

が目指した中国の書風はl章・2章で述べたように様々

な風格をもつもので、あった近似の類型の中だけで展

開している和様とは異なり、長崎を通してもたらされる

中国の書風の中に、儒者たちは自己を表現し得る新

魚殺を感じ取ったにちがいない。習得したもとの書風の

多様性に、書き手の自己表現が加えられた「唐楠は

さらに多様な姿をみせている。「唐欄とはこの重層性

によって呼称、が成立してしものであり、これが社会に流

通する過程において、フォントとしての「唐キ為のイメー

ジを形成し、人々にその情報を伝達したのである。「唐

様jのフォント的感性情報とは、学問の威光、官学とし

ての儒学、漢詩文の教養、文人墨客への志向、文墨

趣味などのイメージであろう。「よめもしないで唐様をや

たら誉め」との川柳は、このような情報が伝達されてい

たことを示してしも。「唐樋を読めず、ましてやそのテ

クスト情報を読み取ることのない人々にも、視覚メデ二ィア

としての「唐槻としち「書偽は、フォント的感性情報を

伝達することができたのである O

おわりに

本稿では、「御家肉と「唐樋としち「書偽メデ~ア

が、各々のフォント的感性情報を形成する過砲とその

情報伝達について考察してきた。そこには「書偽と

しちメデ辺アが幕府や学問的権威のイメージとしち情報

を伝達する作用が見出された。この作用は、その感性

情報により利益を得るとみなされる社会の体制や組織

と深い関係を持っている。例えば御家泊 d 書簡は

「御家痢としち 書流の「気や江戸幕府の体制と相互

に影響し合い、各々の発展と衰退に関与している。「御

家流lが幕府の崩壊とともにその公文書の書体としての

役割を終えるのは、その相互関連の顕著な事例であ

る。

「書簡のもっこのようなフォント的感性情報の作用を、

「書としちメデ;ィアの不易な特性として位置付けるには、

さらに多くの対象についての分析と考察を加えねばな

らない。しかしそれ左承知のうえで、ここにその作用の

不易性をうかがわせる二つの仮定を提示しておきたしも

一つ目は、社会のある体制や組織がその維持と発展

のために、「書偽のフォント的感性情報を利用すれば

するほど、そσ:f書偽のもつ表現は固定イ殴れるとし1う

ことである。青蓮院家や右筆の書体が「御家泊である

ためには、それが「御家流Jであると識別されねばなら

なしLそれゆえに、その「書偽の変容の自由度は減少

するのである。もう 一つは、フォント的感性情報が社会

の体制や組織と相互に関連するため、その影響で、そ

の伝達情報が変容することである。江戸幕府の公用書

体で、あった「御家ぬは、明治政府によって排除され

一変して「唐樋が公用書体として書かれるようになる。

公用書イ本として「御家流lが担っていた情報を、こんど

は「唐様」が担うことになるのである O
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